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日
頃
は
、
全
建
愛
知
の
組
織

拡
大
行
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
も
秋
の
組
織
拡
大
強
化

月
間
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
去
る
八
月
三
十
日
に
は
、
組

織
拡
大
出
陣
式
に
て
士
気
も
高

ま
り
ま
し
た
。
組
合
員
さ
ん
が

一
致
団
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、

最
悪
の
景
気
を
払
拭
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
切
実
な
要
求
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
組
織
を
大

き
く
し
組
織
率
を
高
め
な
け
れ

ば
前
進
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
全
建
愛
知
で
は
、
第
三
次
五

ヵ
年
計
画
を
実
施
し
ま
す
。

 　
五
年
後
の
全
建
愛
知
が
、
一

万
三
千
人
に
な
る
よ
う
拡
大
行

動
に
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
三
十
七
期
の
各
支
部
に
お
け

る
目
標
は
、
〇
九
年
四
月
一
日
時

点
の
支
部
員
数
の
十
％
以
上
の
加

入
促
進
・
五
％
以
下
の
脱
退
防
止

の
達
成
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
か
ら
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
・
ラ

ジ
オ
放
送
、
ま
た
活
動
家
育
成

学
習
会
も
九
月
十
日
よ
り
始

ま
り
ま
す
。

　
各
支
部
の
拡
大
行
動
や
学

習
会
を
始
め
、
青
年
部
・
主

婦
の
会
に
よ
る
組
織
拡
大
行

動
が
取
り
組
ま
れ
ま
す
。

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡

金物店にて店主に組合パンフレットを店頭に置いていただくように         
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仕
事
と
暮
ら
し
を
直
撃
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
情
勢

の
時
こ
そ
団
結
を
強
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
全
建
愛
知
は
、
こ
の
情
勢
を

切
り
ひ
ら
き
、
諸
要
求
の
実
現

を
す
る
た
め
に
も
「
数
は
力
」の

考
え
の
も
と
、「
一
万
三
千
人
の

組
合
」の
実
現
を
目
指
し
、
第
三

次
五
ヵ
年
計
画
を
実
施
し
ま
す
。

　
五
年
後
、
全
建
愛
知
の
組
織

人
員
が
一
万
三
千
人
を
超
え
る

よ
う
組
織
拡
大
行
動
に
励
み
ま

し
ょ
う
。

青
年
部
・
主
婦
の
会
の
活

青
年
部
・
主
婦
の
会
の
活
動動

　
青
年
部
で
は
、
八
月
二
日

（
日
）
東
海
地
協
青
協
統
一
組

織
拡
大
行
動
を
四
県
連
・
組
合

（
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
・
静
岡
）

が
、
そ
れ
ぞ
れ
各
地
で
行
い
ま

し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、
活

発
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　
主
婦
の
会
で
は
、
五
月
か
ら

各
支
部
の
住
宅
デ
ー
に
参
加

し
、
広
大
な
会
場
内
で
多
く
の

来
場
者
の
方
々
に
声
を
掛
け
、

組
合
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
趣
向
を
凝
ら
し
た

活
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
青
年
部
や
主
婦
の
会
は
、
組

合
の
第
一
線
に
立
ち
、
組
織
拡

大
行
動
に
活
発
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。メ

デ
ィ
ア
の

メ
デ
ィ
ア
の
力力

　
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
は
九
月
十
五
日

～
十
月
十
五
日
の
一
ヵ
月
間
、

民
放
五
局
（
東
海
・
中
京
・
Ｃ

Ｂ
Ｃ
・
メ
～
テ
レ
・
テ
レ
ビ
愛

知
）
か
ら
放
映
さ
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
は
、

九
月
～
十
一
月
ラ
ン
ダ
ム
に
放

送
さ
れ
ま
す
。

　
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
る
こ
と

で
、
多
く
の
方
に
全
建
愛
知
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

商
品
券
進

商
品
券
進
呈呈

　
組
合
で
は
、
新
加
入
者
を
ご

紹
介
い
た
だ
い
た
組
合
員
に
、

今
期
か
ら
商
品
券
（
三
千
円
分
）

を
進
呈
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
四
月
か
ら
八
月
の
間

に
、
新
加
入
さ
れ
た
三
百
九
十

七
名
の
内
、
二
百
七
十
八
名
（
約

七
割
）
が
組
合
員
の
ご
紹
介
で

新
た
な
仲
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
ご

紹
介
が
、
組
合
員
増
員
の
大
き

な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

　
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
仕
事
仲
間

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

き
な
組
織
と
な
れ
ば
、
必
ず
力

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
組
合
員
が
増
え
る
こ
と
は
、

私
た
ち
の
諸
要
求
が
国
に
受
け

入
れ
ら
れ
る
た
め
に
も
必
要
不

可
欠
な
こ
と
で
あ
り
、
最
も
大

切
な
運
動
で
す
。

　
一
人
の
組
合
員
が
、
一
人
の

未
加
入
者
を
紹
介
で
き
る
よ
う

組
織
拡
大
行
動
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

一
万
三
千
人
の
組

一
万
三
千
人
の
組
合合

　
「
百
年
に
一
度
」
と
言
わ
れ
る

世
界
的
不
況
が
組
合
の
仲
間
の

る
よ
う
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
力
は
弱
く
、
小
さ
な
存
在

で
あ
り
ま
す
が
、
団
結
し
て
大

組
織
拡
大
行
動
と

組
織
拡
大
行
動
と
はは

　
「
数
は
力
」
と
い
う
言
葉
が
あ

　
一
万
三
千
人
の
組
合
を
目
指
す
、
第
三
次
五
ヵ
年
計
画
の
最
初
の
年
と
し
て
、
秋
の
組
織
拡

大
強
化
月
間
（
九
月
～
十
一
月
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
全
三
十
支
部
各
地
で
も
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
組
織
拡
大
行
動
が
取
り
組
ま
れ
ま
す
。
　
皆
さ

ん
、
目
標
達
成
に
向
か
っ
て
、
秋
の
組
織
拡
大
行
動
を
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

組
織
を
大
き
く
し
前
進
あ
る
の
み

曳
栄
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い
よ
い
よ
組
織
拡
大
強
化
月
間
始
ま

い
よ
い
よ
組
織
拡
大
強
化
月
間
始
ま
るる

組 織 部 長

 近藤 　  金作 
こんどう きんさく

恩 温桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

目指せ目指せ！！13,00013,000人人の組の組合合
みんなの力で仲間を増やそう

　
紹
介
者
に
は
、
商
品
券
（
三

千
円
分
）
進
呈
、
拡
大
グ
ッ
ズ

の
有
効
活
用
等
、
皆
様
の
協
力

を
得
て
組
合
の
内
外
に
積
極
的

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
と
も
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
全
建
愛
知
で
は
、
愛
知
県
と

被
災
住
宅
の
応
急
修
理
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
、
住
宅
の
応

急
修
理
が
迅
速
に
実
施
で
き
る

よ
う
、
被
災
住
宅
の
応
急
修
理

工
事
協
力
事
業
所
名
簿
を
、
毎

年
度
県
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
地
震
な
ど
の
災
害

対
策
の
た
め
、
被
災
住
宅
の
応

急
修
理
工
事
協
力
事
業
所
を
追

加
募
集
し
ま
す
。

　
登
録
す
る
と
、
経
審
に
お
い

て
十
五
点
加
算
さ
れ
る
た
め
、

公
共
工
事
を
請
け
負
う
業
者
に

は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
登
録
さ
れ
た
事
業
所

に
は
、
今
後
作
成
予
定
の
「
全

建
愛
知
建
設
職
人
名
簿
」
に
掲

載
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
既
に
登
録
済
み
の
事
業
所
に

つ
き
ま
し
て
は
、
再
度
申
込
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
登
録
条
件

①
全
建
愛
知
の
組
合
員
で
あ
る

②
地
震
や
風
水
害
等
の
災
害
時
、

　
被
災
住
宅
の
応
急
修
理
に
協

　
力
で
き
る
事
業
所
で
あ
る

③
法
令
を
遵
守
す
る

■
名
簿
登
録
〆
切

　
十
一
月
三
十
日
（
月
）

■
登
録
す
る
と

①
県
内
各
市
町
村
に
応
急
修
理

　
事
業
所
名
簿
と
し
て
配
布

②
登
録
証
を
発
行

③
経
営
事
項
審
査
制
度
を
行
う

　
事
業
所
は
、
経
営
規
模
評
価

　
申
請
の
加
点
対
象
と
な
る
防

　
災
協
定
の
災
害
応
急
活
動
等

　
に
該
当
す
る
た
め
、
十
五
点
加
点

※
た
だ
し
、
証
明
書
が
必
要
と

　
な
る
た
め
、
組
合
に
申
請
が

　
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
問
合

　
住
宅
対
策
部
ま
で
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。
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力
事
業
所

経
審
で
「
十
五
点
」
加
算
さ
れ
ま
す

お知らせ
※書記局研修旅行のため、9月28
　日（月）は、組合事務所をお休
　みさせていただきます。
　通常業務は、29日（火）からに
　なります。組合員の皆さん、何
　卒よろしくお願いいたします。
※組合のNPO事務局では、各種作
　業主任者講習会を開催します。
　詳細は、6頁をご覧ください。

各支部の組織拡大行動日程表

・  8月30日（日）～9月5日（土）／津島
　
・  9月10日（木）／春日井
・ 9月12日（土）／千種・東
・  9月13日（日）／名東
・  9月14日（月）／天白　
・  9月15日（火）／緑
・  9月19日（土）／旭瀬戸、瑞穂
・10月  3日（土）／尾北、守山
・10月  4日（日）／港
・10月15日（木）／昭和
・10月17日（土）／西
・10月17日（土）～18日（日）／小牧
・10月18日（日）／中村
・11月  1日（日）／木曽川
・11月 7日（土）～ 8日（日）／岡崎
・11月28日（土）／旭瀬戸

（平成21年8月25日現在）
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　（拡大強化週間）
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私私私私私私私私私私
たたたたたたたたたた
ちちちちちちちちちち
もももももももももも
頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑
張張張張張張張張張張
っっっっっっっっっっ
てててててててててて
まままままままままま

私
た
ち
も
頑
張
っ
て
ま
すすすすすすすすすすす

自
信
を
持
っ
て
紹
介
で
き
る
組

自
信
を
持
っ
て
紹
介
で
き
る
組
合合

目
と
い
う
、
ま
だ
若
い
支
部
で

あ
り
、
ま
た
宮
上
さ
ん
が
三
代

目
の
支
部
長
に
な
り
就
任
か

ら
、
一
年
三
ヵ
月
と
、
な
り
た

　
「
こ
の
表
彰
は
、
嬉
し
い
こ
と

で
あ
り
、
と
て
も
名
誉
あ
る
も

の
で
す
。
五
百
五
十
名
余
り
の

組
合
員
を
十
一
名
の
役
員
で
支

部
の
運
営
を
し
て
い
ま
す
。
役

員
同
士
と
て
も
ま
と
ま
り
が
あ

り
、
支
部
レ
ク
を
中
心
に
、
年

に
一
回
の
組
織
拡
大
行
動
に
も

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
人
の
組
合
員
が
一
人
の
未
加

入
者
を
加
入
さ
せ
る
、
を
合
言

葉
に
励
ん
で
い
ま
す
。
現
場
訪

問
を
中
心
と
し
た
活
動
で
、
未

加
入
者
へ
健
康
保
険
・
労
災
保

険
・
共
済
制
度
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
支
部
独
自

の
取
り
組
み
と
し
て
、
支
部

員
が
未
加
入
者
を
加
入
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
場
合
、
保
険

証
交
換
会
・
支
部
総
会
の
時

に
、
支
部
よ
り
記
念
品
を
進

呈
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り

組
み
も
、
支
部
員
よ
り
た
い

へ
ん
喜
ば
れ
、
次
へ
の
励
み

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
今
後
も
、
引
き
続

き
緑
支
部
で
は
全
役
員
全
力

で
組
織
拡
大
行
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
」
と
、
佐
藤

支
部
長
は
語
っ
て
い
ま
し

た
。

　
「
今
回
も
、
素
晴
し
い
結
果
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
場
訪
問

の
際
、
工
夫
し
て
い
る
点
と
し

て
挨
拶
の
仕
方
で
す
。「
す
い
ま

せ
ん
」
で
は
な
く
、
「
こ
ん
に

ち
は
」
と
言
っ
て
訪
ね
る
と
、

「
何
で
す
か
」
と
聞
い
て
も
ら

え
ま
す
か
ら
、
そ
の
時
す
か
さ

ず
本
題
に
入
り
、
組
合
説
明
を

し
て
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ご
婦
人
の
力
も
効
果
的

だ
と
思
い
ま
す
。
ご
婦
人
同
士

の
日
常
会
話
で
、「
組
合
は
い
い

よ
」「
こ
ん
な
に
お
得
だ
よ
」「
貴

方
の
と
こ
ろ
も
こ
れ
に
し
や

あ
」
な
ど
、
ま
た
、
ご
婦
人
か

ら
未
入
者
の
方
へ
、
組
合
の
メ

リ
ッ
ト
を
伝
え
て
も
ら
え
れ

東海支部長

 宮上 　  正人 
みやがみ まさと

旭瀬戸支部長

 薮本 　  章 
やぶもと あきら

緑 支 部 長

 佐藤 　  翼 
さとう たすく

　6月21日（日）、全建愛知第37回定期大会を、総勢362名の参加のもと、
名古屋国際会議場で開催しました。
　本会議にて組織拡大功労者表彰が行われ、団体表彰の部では拡大目標を達
成した10支部と、個人表彰では年間5名以上拡大した8名が表彰されました。
　そこで、秋の組織拡大強化月間に向け、団体表彰を受賞された、東海支部
にスポットを当て、どのように組織拡大行動を行ったのか東海支部長／宮上
正人さんにお話しを伺いました。

東
海
支

東
海
支
部部

と

　
　
と
はは

　
支
部
が
設

立
さ
れ
九
年

合
員
さ
ん
に
仲
間
を
紹
介
し
て

も
ら
っ
た
り
、
ハ
ガ
キ
要
請
行

動
で
組
合
員
さ
ん
宅
へ
訪
問
の

際
も
同
じ
よ
う
に
声
掛
け
を
し

て
い
ま
す
。

　
数
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

中
、
特
に
力
を
入
れ
て
紹
介
す

る
組
合
制
度
は
、
健
康
保
険
の

償
還
金
制
度
で
す
。
市
町
村
国

保
に
な
い
制
度
で
、
組
合
員
さ

ん
本
人
が
一
月
に
一
つ
の
医
療

機
関
で
同
一
疾
病
で
受
診
し
た

際
、
自
己
負
担
額
の
五
千
円
以

上
が
払
い
戻
さ
れ
る
こ
と
は
魅

力
的
で
す
。
ま
た
、
万
が
一
の

時
の
労
災
保
険
に
も
加
入
を
勧

め
て
い
ま
す
。

　
「
う
れ
し
さ
よ
り
も
、
ビ
ッ
ク

リ
し
た
」
と
言
う
の
が
本
音
で

す
。
　
役
員
さ
ん
と
組
合
員
さ
ん
が

一
丸
と
な
っ
て
組
織
拡
大
行
動

に
取
り
組
ん
だ
結
果
が
、
二
回

目
の
表
彰
に
な
り
、
今
回
、
達

成
率
で
は
三
位
に
な
り
ま
し

た
。（
昨
年
の
一
回
目
の
表
彰
は
六
位
）

取
り
組
み

取
り
組
み
方方

　
年
度
内
二
回
、
春
と
秋
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
変
わ
っ
た
取
り
組
み
を

し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
役
員
さ
ん
が
分
担
し
て

碁
盤
の
目
の
よ
う
に
、
現
場
回

り
を
し
て
い
る
だ
け
で
す
。

　
し
か
し
、
支
部
の
取
り
組
む

年
に
二
回
だ
け
の
拡
大
行
動
だ

け
で
な
く
、
全
役
員
さ
ん
が
常

日
頃
か
ら
拡
大
行
動
の
意
識
を

持
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
現
場
を
出
入
り
す
る
業
者

さ
ん
に
も
、
お
の
ず
と
声
掛
け

を
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま

す
。
　
そ
の
他
、
支
部
主
催
の
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
さ
れ
た
組

　
新
加
入
者
の
方
か
ら
喜
び
の

声
と
し
て
、
「
加
入
後
、
初
め

て
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
し

ま
し
た
。
知
ら
な
い
方
ば
か
り

で
し
た
が
、
周
り
の
方
が
優
し

く
接
し
て
く
れ
、
楽
し
い
思
い

出
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
参

加
し
た
い
で
す
」
と
、
感
謝
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
加
入
し
て
い
る
組

合
で
す
か
ら
、
自
信
を
も
っ
て

未
加
入
者
の
方
に
紹
介
を
し
て

い
ま
す
。ア

ド
バ
イ

ア
ド
バ
イ
スス

　
東
海
支
部
だ
け
の
こ
と
で
は

な
く
、
私
た
ち
全
建
愛
知
の
組

合
員
で
あ
る
限
り
同
じ
建
築
職

人
仲
間
と
し
て
、
組
合
本
部
が

掲
げ
て
い
る
一
万
三
千
人
の
組

合
を
目
標
に
各
支
部
が
更
に
拡

大
へ
の
意
志
を
高
め
共
に
励
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

今
後
の
抱

今
後
の
抱
負負

　
ま
だ
ま
だ
年
数
が
浅
く
勉
強

不
足
で
は
あ
り
ま
す
が
、
他
の

支
部
な
ど
を
模
範
に
、
東
海
支

部
っ
て
い
い
な
～
と
、
う
ら
や

ま
し
が
ら
れ
る
よ
う
な
、
魅
力

あ
る
温
か
い
支
部
作
り
を
心
掛

け
て
い
き
た
い
で
す
。

　
皆
さ
ん
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

建
設
現
場
で
未
加
入
者
の
方
に
組
合
制
度
を
説
明
す
る
宮
上
支
部
長
（
左
）

て
ホ
ヤ
ホ
ヤ
の
若
手
で
や

り
手
の
支
部
長
で
す
。
そ

の
支
部
長
を
支
え
る
役
員

さ
ん
が
七
名
。
全
員
で
八

名
の
役
員
さ
ん
で
支
部
の

運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　
知
多
半
島
方
面
を
中
心

に
約
三
百
七
十
名
の
組
合

員
さ
ん
が
所
属
し
て
い
ま

す
。
　
そ
の
組
合
員
さ
ん
の
多

く
は
、
話
を
し
て
も
気
さ

く
な
方
ば
か
り
で
す
。
ま

た
、
全
て
の
活
動
に
お
い

て
、
一
つ
の
目
標
に
向
か

い
協
力
し
あ
え
る
心
強
い

組
合
員
さ
ん
が
い
る
支
部

で
す
。二

回
目
の
表

二
回
目
の
表
彰彰

緑
支
部
の
取
り
組
み

旭
瀬
戸
支
部
の
取
り
組
み

組織拡大功労者表彰

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

【団体の部】

　　豊田支部　　　尾北支部

　　港支部　　　　緑支部

　　東支部　　　　旭瀬戸支部

　　東海支部　　　千種支部

　　北支部　　　　豊橋支部

【個人の部】

新井　哲準さん（豊橋支部）

石水　　博さん（中川熱田支部）

磯貝　昭浩さん（豊田支部）

追良瀬弘光さん（碧海支部）

川端　優志さん（中村支部）

白川　修路さん（西支部）

杉浦　教郎さん（緑支部）

日比野仁士さん（北支部）

ば
、
お
の
ず
と
拡
大
実
績
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、

支
部
に
は
青
年
部
・
主
婦
の
会

が
あ
り
ま
せ
ん
。
支
部
の
組
織

が
充
実
す
る
こ
と
が
、
組
合
発

展
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
。
今
後
、
内
部
拡
充
を
は
か

り
な
が
ら
組
織
拡
大
行
動
に
励

ん
で
い
き
ま
す
」
と
、
薮
本
支

部
長
は
話
し
て
い
ま
し
た
。
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組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組 織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織 拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡 大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大 にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに 励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励 みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ 、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲 間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間 をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを 増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増 やややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややや組織拡大に励み、仲間を増や すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

組織拡大強化月間　9月～11月



②
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る

　
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

　
被
保
険
者
で
あ
れ
ば
受
診
で

　
き
ま
す
。

③
愛
知
県
内
各
所
で
集
団
健
康

診
断
会
場
を
設
け
ま
す
の
で
、

ご
自
宅
か
ら
近
い
場
所
で
受

診
で
き
ま
す
。ま
た
、
所
属
支

部
に
関
わ
ら
ず
、
ど
こ
の
健
診

会
場
で
も
受
診
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。健

診
項

健
診
項
目目

【
基
本
健
診
項
目
】

な
り
集
団
健
康
診
断
へ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
日
の
実
費
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。

集
団
健
康
診
断
の

　
集
団
健
康
診
断
の
　
　

受
診
資

　
　
　
　
受
診
資
格格
 

　
「
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い

る
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

被
保
険
者
」
に
限
り
ま
す
。

　
但
し
、
二
十
歳
未
満
の
家
族

被
保
険
者
の
方
が
受
診
希
望
の

場
合
は
、
実
費
負
担
（
九
千
二

百
五
十
円
）
で
受
診
い
た
だ
け

ま
す
。

※
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員

　
お
よ
び
組
合
員
外
は
受
診
で

　
き
ま
せ
ん
。

※
中
建
国
保
に
未
加
入
の
組
合

　
員
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保

　
険
者
（
市
町
村
・
社
会
保
険

　
等
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

組
合
の
集
団
健
康
診

組
合
の
集
団
健
康
診
断断
 

　
　
　
　
　
　
メ
リ
ッ
ト

メ
リ
ッ
ト

①
実
費
負
担
な
し
で
、
労
働
安

　
全
衛
生
法
の
基
準
も
満
た
し

　
て
い
る
内
容
で
受
診
で
き
ま

　
す
。

　
今
年
度
の
中
建
国
保
健
康
診

査
補
助
事
業
は
、
組
合
で
実
施

す
る
「
集
団
健
康
診
断
」
及
び

契
約
す
る
健
診
機
関
で
の
「
健

康
診
断
」
を
主
体
と
し
て
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
機
関
紙
キ
ャ
ロ
ッ
ト

や
組
合
Ｈ
Ｐ
で
日
程
・
会
場
等

を
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
生
活
習

慣
病
予
防
の
観
点
か
ら
、
保
険

者
（
中
建
国
保
）
に
特
定
の
健

康
診
断
及
び
そ
の
結
果
に
基
づ

く
保
健
指
導
を
実
施
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
被
保
険
者
四
十
歳

以
上
七
十
五
歳
未
満
の
方
の
受

診
率
四
十
％
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
の
達
成
率
に
よ
っ
て
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
支
援
金
へ

の
影
響
、ひ
い
て
は
保
険
料
へ
の

影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
ぜ
ひ
被
保
険
者

の
皆
さ
ん
積
極
的
に
健
康
診
断

を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　
組
合
の
集
団
健
康
診
断
で

は
、
特
定
健
診
に
必
要
な
基
本

項
目
の
他
、
今
年
度
は
大
腸
が

ん
検
診
（
二
日
法
）
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
労
働
安
全

衛
生
法
に
よ
る
必
須
項
目
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
現
場
入
場
や
親
会
社
等
へ
健

診
結
果
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
、
中
建
国

保
の
健
康
保
険
証
を
お
持
ち
に

（
予
約
不
要

（
予
約
不
要
））

集
団
健
康
診

集
団
健
康
診
断断

　
組
合
の
契
約
健
診
機
関
で
あ

れ
ば
、
通
年
で
集
団
健
康
診
断

と
同
様
の
健
診
項
目
を
実
費
負

■
問
診

　
自
覚
症
状
・
既
往
歴
・
生
活
習
慣

■
理
学
的
検
査

　
視
診
・
触
診
・
打
診
・
聴
診

■
身
体
測
定

　
身
長
・
体
重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
腹
囲

■
血
圧
測
定

■
血
液
検
査

　
中
性
脂
肪
・
H
D
L
コ
レ
ス
テ

　
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

　
ロ
ー
ル
・
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ
Ｔ
・

　
r
|
Ｇ
Ｔ
Ｐ
・
Ｈ
b
Ａ
１
C

■
尿
検
査

　
尿
糖
・
尿
た
ん
ぱ
く

【
労
働
安
全
衛
生
法
の
追
加
項
目
】

　
胸
部
直
接
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
・

　
視
力
・
聴
力
・
心
電
図
・
血
液

　
検
査
（
R
B
C
・
H
b
・
H
t
）

【
が
ん
検
診
】

　
大
腸
が
ん
検
診
（
二
日
法
）

※
今
年
度
は
、
愛
知
県
栄
養
士

　
会
に
よ
る
「
健
康
づ
く
り
教

　
室
」
は
実
施
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
交
通
費
の
補

　
助
（
五
百
円
）
の
支
給
が
な

　
く
な
り
ま
す
。

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

担
な
し
で
受
診
で
き
ま
す
。

①
契
約
健
診
機
関
を
選
択
し
、

　
ご
自
身
で
健
診
予
約
を
お
願

　
い
し
ま
す
。

※
必
ず
、
中
建
国
保
の
組
合
員

　
で
あ
る
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

②
受
診
日
当

　
日
、
必
ず
窓

　
口
へ
「
健
康

　
保
険
証
」
を

　
提
示
し
て
受

　
診
し
て
く
だ

　
さ
い
。

※
今
年
度
か
ら
、

　
受
診
券
の
送

　
付
は
い
た
し

　
ま
せ
ん
。

契
約
健
診
機
関
以

契
約
健
診
機
関
以
外外

　
で
受
診
す
る
場

で
受
診
す
る
場
合合

　
契
約
健
診
機

関
以
外
で
、
受

診
を
希
望
す
る

場
合
、
中
建
国

保
の
規
定
の
条

件
（
受
診
者
資

格
・
健
診
項
目
）

を
満
た
し
て
い

な
い
と
補
助
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
　

　
必
ず
、
健
診
を
受
け
る
前
に

組
合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
受

診
方
法
な
ど
を
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

　
平
成
二
十
一
年
度
は
、
節
目

健
診
（
四
十
歳
以
上
七
十
歳
ま

で
五
歳
刻
み
）
が
廃
止
さ
れ
、

新
し
い
人
間
ド
ッ
ク
補
助
が
で

き
ま
し
た
。

１
．
人
間
ド
ッ
ク
補

１
．
人
間
ド
ッ
ク
補
助助

【
補
助
対
象
者

【
補
助
対
象
者
】】

　
四
十
歳
以
上
の
組
合
員
と
扶

　
養
家
族
（
適
用
除
外
事
業
所

　
の
従
業
員
以
外
の
者
）

【
補
助
金
額

【
補
助
金
額
】】

　
三
万
円
以
上
の
健
診
（
人
間

ド
ッ
ク
等
）
を
受
診
（
※
基
本

健
診
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
が

ん
検
診
を
含
ん
だ
健
診
）
さ
れ

れ
ば
、
一
万
五
千
円
を
補
助
し

ま
す
。

【
注
意
事
項

【
注
意
事
項
】】

　
健
診
補
助
は
年
度
内
一
回
に

　
な
り
ま
す
。
組
合
の
集
団
健

　
康
診
断
を
受
診
さ
れ
る
と
人

　
間
ド
ッ
ク
補
助
を
受
け
ら
れ

　
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

　
い
。

※
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
る

　
場
合
は
、
組
合
の
集
団
健
康

　
診
断
を
受
診
す
る
前
に
必
ず

　
組
合
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

２２
．．適
用
除
外
事
業
所
の
従
業
員
に
つ
い

適
用
除
外
事
業
所
の
従
業
員
に
つ
い
てて

　
適
用
除
外
事
業
所
※
1
の
従

業
員
は
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ

る
事
業
者
健
診
の
実
施
義
務
が

優
先
す
る
た
め
、
原
則
と
し
て

中
建
国
保
の
「
個
人
に
対
す
る

健
康
診
査
補
助
事
業
」
か
ら
除

外
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
建
国
保
は
、
特
定
健
診
の

結
果
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
協
力
費
と
し
て

上
限
九
千
二
百
五
十
円
を
支
払

い
ま
す
。

※
１
　
適
用
除
外
事
業
所
…

　
法
人
の
事
業
所
、
ま
た
は
五

　
人
以
上
の
従
業
員
が
い
る
個

　
人
事
業
所
で
、
健
保
適
用
除

　
外
手
続
き
を
し
て
い
る
事
業
事
業

　
所所

【
注
意
事
項
】

　
食
事
は
、
前
日
の
午
後
九
時

ま
で
に
お
済
ま
せ
い
た
だ
き
、

当
日
、
健
診
終
了
ま
で
水
以
外

の
摂
取
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。

　
牛
乳
・
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
・

清
涼
飲
料
水
・
ガ
ム
・
飴
な
ど

も
検
査
数
値
に
影
響
を
与
え
ま

す
。

契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契
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機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関

契
約
健
診
機
関
ででででででででででででででででででででででででででででででで
ああああああああああああああああああああああああああああああ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
あ
れ
ばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば
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様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

ば
、
集
団
健
康
診
断
と
同
様
ののののののののののののののののののののののののののののののの

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診
項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項
目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目
をををををををををををををををををををををををををををををを
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費
負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負
担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担
なななななななななななななななななななななななななななななな
しししししししししししししししししししししししししししししし
でででででででででででででででででででででででででででででで

健
診
項
目
を
実
費
負
担
な
し
で
受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受
診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診
でででででででででででででででででででででででででででででで
きききききききききききききききききききききききききききききき

診
で
き
まままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
ま
す

契約健診機関一覧表
予約受付時間電話番号住所契約健診機関 名称

月～金曜日8:30～17:30

　  土曜日8:30～正　午
052-821-0090

名古屋市南区千竈通7-16-1名古屋セントラルクリニック

名古屋市中村区那古野1-47-1
国際センタービル10F

国際セントラルクリニック

名古屋市中村区名駅3-26-13
名古屋駅前S.I.Aビル12F

テルミナセントラルクリニック

愛知郡東郷町大字春木字白土1-1884和合セントラルクリニック
月曜日～金曜日
9:00～16:30052-741-9211名古屋市千種区今池1-8-4オリエンタル労働衛生協会

月～金曜日9:00～17:00
土曜日（第一土曜以外）9:00～13:000533-67-0101蒲郡市拾石町前浜40-10オリエンタル蒲郡健診センター

火曜日～土曜日
9:00～17:000566-75-7515安城市相生町14-14三河安城クリニック

月～金曜日9:00～11:30
担当　中村052-486-6875名古屋市中村区道下町2-26ライフ健康クリニック

月～金曜日8:30～17:00
　  土曜日8:30～11:300561-82-6194瀬戸市共栄通1-48瀬戸健康管理センター

月～金曜日8:30～17:00
   土曜日9:30～11:000120-489-545岡崎市竜美西1-9-1岡崎市医師会公衆衛生センター

月～金曜日9:00～17:00
       土曜日9:00～11:000564-24-2217岡崎市中岡崎町1-10宇野病院健診センター

月曜日～金曜日
9:00～17:00

0567-28-5151
（内線3111）津島市橘町3-73津島市民病院健康管理センター

月～金曜日9:00～17:30
       土曜日9:00～12:300569-27-7887半田市神田町1-1半田市医師会健康管理センター

月～金曜日10:00～17:00
      土曜日10:00～14:000565-57-3366豊田市駒新町金山1-12中野胃腸病院 健診センターなかの

月～金曜日8:30～17:30
       土曜日8:30～12:300532-61-3000豊橋市吾妻町137光生会病院 総合健診センター

※半田市医師会健康管理センターでは、9月13日（日）・10月4日（日）の午前10時30分～午前11
　時30分で健診が受けられます。希望される方は、健診機関に直接ご連絡のうえ、受診してください。

中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員
及

中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員
及
びび

集
団
健
康
診
断
開

集
団
健
康
診
断
開
催催

組
合
員
外
は
受
診
で
き
ま
せ

組
合
員
外
は
受
診
で
き
ま
せ
んん

7月より実施集団健康診断日程表

※集団健康診断を受診される方は、必ず会場へ「健康保険証」をご持参ください。

　また、事前予約の必要はございません。なお、受診者の方々が多く、会場がたいへん混雑

　する場合があります。所属支部に係わらず、どこの健診会場でも受診していただけます。
※今月号以降のキャロットをご確認の上、ご利用ください。

会場所在地会場名受付時間曜日月

尾張旭市スカイワードあさひ
9:30～11:30日6

9
西尾市西尾勤労会館

豊田市高橋コミュニティセンター
9:30～11:30日13

名古屋市昭和区名古屋市公会堂

名古屋市千種区オリエンタル労働衛生協会
9:30～11:30日4

10

一宮市一宮市木曽川体育館

小牧市小牧北里市民センター9:30～11:30日11

名古屋市中村区笈瀬中学校
9:30～11:30日18

一宮市尾西市民会館

春日井市グリーンパレス春日井
9:30～11:30日25

名古屋市緑区緑区役所

瀬戸市瀬戸健康管理センター9:30～11:30日1

11

名古屋市天白区天白区役所9:30～11:30日8

名古屋市港区全建愛知会館9:30～11:30日15

北名古屋市北名古屋市健康ドーム9:30～11:30日22

尾張旭市スカイワードあさひ
9:30～11:30日29

海部郡美和町美和町文化会館

瀬戸市瀬戸健康管理センター9:30～11:30日6
12

豊橋市アイプラザ豊橋9:30～11:30日13



　７月５日（日）、旭瀬戸支部
は名古屋ドームへ中日対巨人
戦の観戦に行ってきました。
　1勝1敗の5分の星で迎えた
第３戦目は、日曜日のデーゲー
ム。
　今か今かと試合開始を待つ
ドーム内は、熱気でムンムン。
　1塁側スタンド最上段で旭瀬
戸支部総勢130名が陣取り、お

目当てのチームの一投一打に熱い声援を送りました。
　熱のこもった試合は、序盤からドラゴンズ優位な展開となり、ドー
ム内のドラファンは、応援もビール消費量もボルテージは上がりっ放
し。
　中盤にはピンチでハラハラする場面はあったものの、手堅い試合運

びで終始リードのドラゴンズが
勝利して試合終了。
　巨人ファンの方には残念な結
果でしたが、見応えある観戦者を
飽きさせない好試合でした。
　この記事がキャロットに掲載
される頃も、ドラゴンズが優勝争
いをしていることを願いつつ家
路につきました。
　　　　　　【伊里彰人通信員】
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 プロ野球観戦に行ってきました
旭瀬戸支部／プロ野球観戦 ７月５日

頑
張
れ
、
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

打
て
ー
・
走
れ
ー

　7月25日（土）中川熱田支部主婦
の会24人は、伊良湖メロン狩りに行
って来ました。
　道の駅サンテパルク田原では、格
安の地元の採れたての果物や野菜
のお買い物。
　昼食は、恋路が浜が一望できる伊
良湖ビューホテルで渥美産のじゃ
ことアサリを入れた焼きそば等、い
っぱいのランチバイキング。夏休み企画のピエロ（きなこクラウンさ
ん）が、各テーブルを回ってバルーンアートを披露してくれました。
　次はメロン狩り。ハウス内はまるでサウナ。無事？マスクメロン1

つを収穫の後のメロン2分の
1カットとスイカの試食に大
満足。
　最後のヤマサちくわでは
お店に入った途端、雨がザー
ザー。帰る時にはピタッと止
み、参加者の日頃の心がけが
よかったのでしょう。
　梅雨時でも、晴れて楽しい
1日になりました。
　　　　【位田仁美通信員】
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中川熱田支部主婦の会／伊良湖メロン狩り ７月２５日

甘
～
い
、
マ
ス
ク
メ
ロ
ン
収
穫

ピ
エ
ロ
と
一
緒
に
、
チ
ー
ズ

メロンとスイカ 大満足

　
七
月
二
十
六
日
（
日
）

子
供
た
ち
の
夏
休
み
も
第

二
週
、
恒
例
と
な
っ
た
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
。

　
名
古
屋
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ

ル
に
は
、
参
加
者
六
十
名

の
組
合
員
さ
ん
と
そ
の
家

族
が
、
午
前
十
時
半
の
受

付
に
会
わ
せ
て
続
々
集

合
。
　
議
員
秘
書
の
挨
拶
の
あ

と
、
佐
藤
翼
支
部
長
に
よ

る
始
球
式
に
つ
づ
き
ゲ
ー

ム
が
ス
タ
ー
ト
。

　
小
さ
な
子
供
た
ち
は
滑

り
台
の
よ
う
な
器
具
を
使

い
投
球
ゲ
ー
ム
が
す
す
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
祝
電
や

来
賓
の
方
か
ら
の
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
優
勝
は
組
合
員
の
播
磨

良
明
さ
ん
、
準
優
勝
も
フ

ァ
ミ
リ
ー
で
ゲ
ッ
ト
の
播

磨
友
和
さ
ん
、
ゲ
ー
ム
で

競
い
合
い
手
に
入
れ
た
幸

運
で
、
く
じ
を
引
く
権
利

を
得
た
入
賞
者
の
方
々
は

何
を
ゲ
ッ
ト
で
き
る
か
ド

キ
ド
キ
わ
く
わ
く
。
　
　

　
今
回
の
賞
品
に
は
プ
ロ

用
集
塵
機
や
コ
ー
ド
レ
ス

ブ
ロ
ア
ー
な
ど
お
仕
事
グ

ッ
ズ
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
に
賞
品
と
健

康
診
断
の
受
診
呼
び
か
け

の
案
内
書
を
手
に
帰
路
に

着
き
ま
し
た
。
　

　
　
　
【
小
川
眞
弘
　
記
】
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そ
れ
ー

楽
し
い
よ
ー

緑
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

Ｌ
ｅ
ｔ
，
ｓ
　
 b
o
w
l
i
n
g
7月26日

　
七
月
四
日
（
土
）
主
婦
の
会

主
催
の
料
理
教
室
が
、
飯
村

地
区
市
民
館
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
子
供
さ
ん
三
名
を
含
め
二

十
二
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　
市
民
生
協
の
、
食
と
健
康

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
、
ご
指
導

で
「
手
軽
に
で
き
る
イ
タ
リ

ア
ン
コ
ー
ス
」
ト
マ
ト
の
冷

製
パ
ス
タ
他
三
種
類
を
作
り

ま
し
た
。

　
講
師
の
説
明
後
、
さ
す
が

に
皆
様
プ
ロ
の
主
婦
、
手
際

良
く
ト
マ
ト
を
粗
み
じ
ん
切

り
に
す
る
人
、
肉
を
観
音
開

き
後
、ソ
テ
ー
す
る
人
、
次
々

と
料
理
が
出
来
上
が
り
ま

す
。
　
最
後
に
パ
ス
タ
を
湯
で
上

げ
て
完
成
で
す
。

　
テ
ィ
ラ
ミ
ス
の
デ
ザ
ー
ト

も
並
び
ま
し
た
。

　
「
レ
モ
ン
汁
が
夏
向
き
で

美
味
し
い
ね
」・「
ち
ょ
っ
と
、

す
っ
ぱ
い
ね
」・「
パ
ス
タ
が

堅
め
だ
ね
」
。
色
々
に
コ
メ
ン

ト
し
な
が
ら
の
試
食
会
、
料

理
教
室
最
大
の
楽
し
い
時
で

す
。
　
梅
雨
の
晴
れ
間
の
一
日

を
、
楽
し
く
美
味
し
く
過
ご

し
ま
し
た
。

　
次
回
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
【
石
田
好
野
　
記
】
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豊
橋
支
部
主
婦
の
会
／
手
軽
に
で
き
る
イ
タ
リ
ア
ン

ワ
イ
ワ
イ
と
楽
し
い
試
食
会

７月４日

上手に完成しました

と
っ
て
も
美
味
し
い
で
す
ヨ

　
梅
雨
明
け
間
近
か
な

七
月
十
七
日
（
金
）
、
千

種
支
部
主
婦
の
会
の
日

帰
り
旅
行
。

　
筆
者
、
初
め
て
の
参

加
で
す
。

　
総
勢
十
二
名
、
皆
様

方
心
よ
く
仲
間
に
加
え

て
く
だ
さ
り
、
名
鉄
電

車
に
乗
っ
て
内
海
温
泉

へ
Ｇ
Ｏ
。

　
朝
は
雨
が
降
っ

て
い
ま
し
た
が
、
現

地
到
着
時
に
は
雨

も
上
が
り
、
送
迎
バ

ス
に
乗
っ
て
一
同

鯱
亭
へ
。

　
部

屋

に

は

海

の

幸

満

載

の

料

理

が

並

ん

で
お
り
、
役

員

さ

ん

の

挨
拶
の
あ
と
、

ビ
ー
ル
で

乾

杯
～
。

　
家

業

の

こ

と
、
家
族
の
こ

と
と
大
い

に

語
ら
い
、
大
い

に
食
べ
、ゆ
っ

た
り

と
温
泉

に
つ
か
り
、
大

い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　
心
よ
く
送
り
出
し
て

く
れ
た
家
族
に
感
謝

し
、
明
日
か
ら
も
頑
張

ろ
う
と
、
心
新
た
に
し

た
一
日
で
し
た
。
　
　

　
　
【
酒
井
洋
子
　
記
】

★

★

★

★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

行
っ
て
き
ま
～
す

千
種
支
部
主
婦
の
会
／
内
海
温
泉
の
旅

ゆ
っ
た
り
温
泉
に
つ
か
り
ま
し
た

７月１７日

参
加
者
の
皆
さ
ん

　８月９日（日）、私が支部長になっ
て初めての住宅デーが、中区にある
ナザレ保育園で行われました。
　参加者は6名、今日の空は今にも
泣き出しそうな天気。しかし、今日
はジャングルジムのペンキ塗りもあ
るので空とにらめっこをしながら3
人で急いで塗り始めました。
　その甲斐もあって、雨が降る前に無
事に塗り終えることができました。
　内部では、建具の修繕及び戸車の

交換、そして建具レールの清掃を3人で行っています。
　皆、額に大粒の汗をかき園児たちのためと言いながら、一生懸命に
作業を進めていました。
　このナザレ保育園は、私が昭和37年
に卒園した思い出深い場所です。
　園長先生に「初めての住宅デーを、
この保育園でやらせてください」と、
お願いした時、快く引き受けてくださ
って本当に嬉しく思いました。
　ナザレ保育園、いつまでも子供たち
のために続けてください。
　組合員の皆さん、ご苦労様でした。
そして、ありがとう。【野田眞次通信員】
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中支部／住宅デー ８月９日

可愛い園児のために頑張りました

ジャングルジムのペンキ塗り作業

頑張るぞ！



　
八
月
二
十
一
日
（
金
）
、
東

海
四
県
の
組
合
で
構
成
さ
れ
る

全
建
総
連
・
東
海
地
方
協
議
会

は
、
中
部
地
方
整
備
局
交
渉
を

行
い
ま
し
た
。

　
全
建
総
連
よ
り
高
橋
賃
対
部

長
を
招
き
、
全
建
愛
知
か
ら
は

山
田
議
長
（
執
行
委
員
長
）
、

石
島
副
執
行
委
員
長
、
加
島
書

記
長
、
井
上
書
記
次
長
、
田
口

賃
対
部
長
、
戸
ヶ
里
部
員
が
出

席
。
他
県
連
・
組
合
役
員
を
含
め
、

総
勢
十
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
山
田
議
長
よ
り
「
建

設
職
人
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
だ
け
の
賃
金
が
確
保
で
き
る

よ
う
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
た

い
」
と
の
挨
拶
に
次
い
で
、
建

設
労
働
者
を
取
り
巻
く
諸
問
題

の
改
善
と
し
て
六
項
目
要
請
書

を
手
渡
し
ま
し
た
。

①
貴
整
備
局
発
注
の
公
共
工
事

　
に
つ
い
て
、
公
共
工
事
設
計

　
労
務
単
価
の
日
額
水
準
を
下

　
回
ら
な
い
賃
金
が
末
端
労
働

　
者
ま
で
支
払
わ
れ
る
よ
う
、

　
指
導
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

②
労
務
単
価
・
下
請
代
金
・
安

　
全
対
策
の
適
否
を
全
現
場
で

　
立
ち
入
り
調
査
し
公
表
す
る

　
と
と
も
に
適
切
な
賃
金
が
確

　
保
さ
れ
る
よ
う
指
導
を
強
化

　
し
て
く
だ
さ
い
。

③
公
契
約
法
の
内
容
を
検
討
し
、

　
制
定
に
向
け
本
省
へ
働
き
か

　
け
て
く
だ
さ
い
。

④
公
共
施
設
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト

　
の
使
用
実
態
を
調
査
し
、
完

　
全
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
賃
金
・
下
請
工
事
代
金
の
不

　
払
い
に
対
し
て
、
建
設
業
法

　
第
四
十
一
条
二
項
及
び
三
項

　
に
も
と
づ
く
、
元
請
へ
の
「
立

　
替
払
い
」
　
の
勧
告
を
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。

⑥
住
宅
・
建
築
関
係
の
講
習
会

　
に
関
係
者
が
容
易
に
参
加
で

　
き
る
方
策
を
考
慮
し
て
、
十

　
分
に
習
熟
で
き
る
よ
う
行
っ

　
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
建
設

　
組
合
等
が
講
習
を
行
う
場
合

　
に
お
い
て
、
助
成
金
の
支
給

　
や
専
門
講
師
の
派
遣
等
の
支

　
援
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
以
上
の
要
請
に
対
し
、
整
備

中
部
地
方
整
備
局
と
交

中
部
地
方
整
備
局
と
交
渉渉

東
海
地
協
・
賃
対

東
海
地
協
・
賃
対
部部

国土交通省

　
中
建
国
保
で
は
、
震
災
・
風

水
害
・
落
雷
・
火
災
等
の
災
害

に
よ
り
、
組
合
員
の
自
宅
等
が

被
害
を
受
け
、
生
活
が
著
し
く

困
難
に
な
っ
た
時
、
三
ヵ
月
分

の
範
囲
内
で
健
康
保
険
料
を
減

免
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
減
免
さ
れ
る
額
は
、
災
害
の

被
害
状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
　
被
害
区
分
に
よ
る
減
免
額
の

取
り
扱
い
は
、
下
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
健
康
保
険
料
の
減
免
を
受
け

る
と
き
は
、

①
保
険
料
徴
収
減
免
申
請
書

②
減
免
の
理
由
を
証
明
す
る
書
類

　
（
消
防
署
、
地
方
自
治
体
な
ど

　
公
的
機
関
の
証
明
書
）
を
添

　
付
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、
組
合
で
は
組
合
共

済
よ
り
住
宅
災
害
見
舞
金
の
支

給
制
度
も
あ
り
ま
す
。

問
合
　
健
康
保
険
課
の
中
村
へ

　
　
　
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

災
害
時
に
よ
る
保
険
料
減
免
制
度

も
し
も
の
時
も
、
ご
安
心
く
だ
さ
い

中建国保

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡
　
シ
ニ
ア
倶
楽
部
が
設
立
さ

れ
、
十
一
ヵ
月
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
る
七
月
十
八
日

（
土
）
、シ
ニ
ア
倶
楽
部
第
三

十
七
期
総
会
が
全
建
愛
知
会

館
に
て
、
組
合
員
二
十
一
名
・

来
賓
と
し
て
山
田
執
行
委
員

長
、
近
藤
組
織
部
長
、
書
記

局
員
三
名
、
総
勢
二
十
六
名

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
期
か
ら
、
組
織
部
の
傘
下

に
加
わ
り
、
設
立
後
初
め
て
の

総
会
を
迎
え
、
岡
田
副
会
長
の

開
会
挨
拶
で
総
会
は
幕
を
開
け

ま
し
た
。

　
次
第
に
沿
っ
て
、
経
過
報
告
・

決
算
報
告
、
運
動
方
針
案
・
予

算
案
、
役
員
改
選
案
、
全
て
満

場
一
致
の
承
認
を
い
た
だ
き
、

議
事
は
順
調
に
進
み
ま
し
た
。

　
役
員
改
選
で
は
、
今
期
再
任

さ
れ
た
小
林
会
長
か
ら
、「
会
員

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
協
力

を
得
て
、
シ
ニ
ア
倶
楽
部
は
一

歩
一
歩
励
ん
で
い
き
ま
す
。
今

後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
」
と
、
力
強
い
就
任

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

会
　
長
　
小
林
　
満
（
天
白
）
　

副
会
長
　
岡
田
眞
治
（
春
日
井
）

　
〃
　
　
福
田
　
修
（
東
）
　
　

幹
　
事
　
神
谷
達
也
（
千
種
）
　

　
〃
　
　
高
浜
克
太
郎
（
一
宮
）

　
〃
　
　
加
藤
廣
之
（
中
川
熱
田

）

　
福
田
副
会
長
よ
り
、
閉
会
挨

拶
後
、
昼
食
会
が
行
わ
れ
、
会

員
同
士
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
　

就
任
挨
拶
を
す
る
小
林
会
長

ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
・

　
　
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ
グ
ナ
シ
ア

お
得
な
、
特
別
割
引
券
配
布
し
ま
す

共済福祉部

　
今
年
も
、
大
好
評
の
「
ナ
ガ

シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
特
別
割
引

券
」
と
、
「
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ

グ
ナ
シ
ア
特
別
割
引
券
」
を
配

布
し
ま
す
。

　
こ
の
夏
は
、
お
得
な
特
別
割

引
券
を
使
っ
て
湯
あ
み
の
島

や
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
へ

出
か
け
る
の
も
よ
し
。

　
ま
た
、
海
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク

「
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ
グ
ナ
シ

ア
」
で
遊
ぶ
も
よ
し
、
今
年
の

夏
も
楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い
。

★
ナ
ガ
シ
マ
の
ご
利
用
方
法

①
組
合
へ
お
電
話
ま
た
は
胃

　
で
、
必
要
枚
数
を
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
（
組
合
の
各
事
務
所

　
へ
、
直
接
取
り
に
来
て
い
た

　
だ
い
て
も
Ｏ
Ｋ
）
。

※
注
意
　
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ

　
ン
ド
特
別
割
引
券
の
お
申
込

　
み
枚
数
は
、
最
大
で
組
合
員

　
と
そ
の
同
居
の
家
族
の
人
数

　
分
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
特

　
別
割
引
券
は
、
数
に
限
り
が

　
あ
り
ま
す
。

②
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
枚
数
を

　
組
合
よ
り
発
送
し
ま
す
。

③
特
別
割
引
券
と
利
用
料
金
を

　
入
園
券
売
り
場
窓
口
へ
お
出

　
し
く
だ
さ
い
。

★
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
の
ご
利
用
方
法

　
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ
グ
ナ
シ
ア

特
別
割
引
券
は
、
六
月
号
・
七

月
号
・
八
月
号
に
掲
載
の
施
設

利
用
券
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

コ
ピ
ー
不
可
。
同
居
の
家
族
が

五
名
以
上
で
不
足
の
際
は
、
組

合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
利
用
期
間

【
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
】

　
七
月
四
日
～
九
月
二
十
三
日

　
ま
で
。

【
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ
グ
ナ
シ
ア
】

　
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一

　
日
ま
で
有
効
。
各
チ
ケ
ッ
ト

　
が
十
％
割
引
に
な
り
ま
す
。

★
問
合
　

　
共
済
福
祉
部
の
三
好
ま
で
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い
。

局
側
は
「
適
正
な
元
下
請
関
係

に
努
め
、
通
達
や
要
請
を
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
で
き
る
範
囲

内
で
指
導
強
化
し
て
い
き
た

い
」
と
、
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
組
合
は
仲
間
の
実

態
を
突
き
つ
け
な
が
ら
交
渉

し
、
状
況
改
善
の
た
め
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
八
月
二
日
（
日
）
午
前
九
時

よ
り
青
年
部
幹
事
十
七
名
・
組

織
部
長
・
書
記
局
三
名
の
二
十

一
名
が
参
加
し
、
東
海
地
協
青

協
／
統
一
組
織
拡
大
行
動
が
一

宮
市
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
初
は
、
自
動
車
五
台
で
一

宮
支
部
の
青
年
部
層
の
組
合
員

宅
を
訪
問
す
る
班
と
、
一
宮
駅

で
チ
ラ
シ
入
り
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

配
る
班
に
分
か
れ
て
行
動
し
ま
し
た
。

　
組
合
員
本
人
や
家
族
と
直
接

話
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
時

は
、
青
年
部
活
動
の
ア
ピ
ー
ル

を
す
る
と
と
も
に
周
り
に
組
合

未
加
入
者
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

れ
ば
、
ぜ
ひ
紹
介
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
駅
で
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

配
る
際
は
、
笑
顔
で
挨
拶
を
し

な
が
ら
配
る
こ
と
を
心
が
け
、

約
一
時
間
か
け
て
用
意
し
た
三

百
個
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り
ま
し
た
。

　
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
受
け
取
ら
れ

た
方
の
中
に
は
、
す
で
に
全
建

愛
知
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
も

い
ま
し
た
。

　
配
り
終
わ
る
と
自
動
車
に
乗

り
、
他
の
班
と
同
じ
よ
う
に
組

合
員
宅
を
訪
問
し
、
午
後
三
時

に
全
て
の
班
が
一
宮
駅
に
戻
り

拡
大
行
動
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
大
雨
の
中
で
の
行

動
と
い
う
こ
と
で
大
変
で
し
た

が
、
そ
の
お
か
げ
で
多
く
の
組

合
員
や
家
族
と
直
接
話
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
面
で
は
良
い
成

果
が
上
げ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

要
請
書
を
手
渡
す
山
田
議
長
（
左
）

減免額被害区分

保険料３ヵ月分
全焼または

全壊及び全部冠水

保険料２ヵ月分
半焼または半壊、

床上1ｍ以上の冠水

保険料１ヵ月分床上１ｍ未満の冠水

被害区分による減免額

一
歩
一
歩
励
ん
で
い
こ
う

小
林
シ
ニ
ア
倶
楽
部
会
長
 再
任

37期総会

青
協
統
一
組
織
拡
大
行

青
協
統
一
組
織
拡
大
行
動動

一
宮
・
稲
沢
方
面
の
現
場
を
廻
り
ま

一
宮
・
稲
沢
方
面
の
現
場
を
廻
り
ま
しし
たた

東海地協

参加された皆さん

　
八
月
八
日
（
土
）
、
長
崎
の

原
爆
犠
牲
者
建
設
労
働
者
・
職

人
の
慰
霊
碑
前
で
の
慰
霊
祭

に
、
四
千
羽
の
千
羽
鶴
を
献
納

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
主
婦
の
会
の
皆
さ
ん
・
組
合

員
の
奥
さ
ん
・
組
合
員
さ
ん
他
、

多
く
の
方
々
か
ら
折
鶴
作
成
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
六
月
十
八
日
（
木
）
に
は
、

全
建
愛
知
会
館
に
て
主
婦
の
会

家
寡

加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加

家 寡加

の
皆
さ
ん
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

折
鶴
の
つ
な
ぎ
作
業
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
全
建
愛
知
は
全
建
総

連
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
全
国
の

仲
間
と
と
も
に
、
平
和
憲
法
の

理
念
を
実
現
し
て
い
き
、
平
和

へ
の
想
い
を
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
二
度
と
戦
争
を
起
こ
さ
せ
な

い
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
私
た

4,000羽の千羽鶴、完成しました

「
世
界
平
和
」
を
願

「
世
界
平
和
」
を
願
うう

四
千
羽
の
千
羽
鶴
を
献
納

ち
に
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。



消
費
税
申
告
講
習

消
費
税
申
告
講
習
会会

　
本
則
・
簡
易
課
税
制
度
に
分

か
れ
て
、
例
題
を
も
と
に
実
際

の
税
額
の
計
算
や
申
告
書
等
の

作
成
を
行
う
消
費
税
申
告
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
二
月
開
催
の
申
告
学
習
会
の

時
期
は
、
消
費
税
の
説
明
や
計

算
の
お
手
伝
い
は
一
切
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
事
前
の
講
習
会
や

税
金
学
習
デ
ー
な
ど
に
よ
り
準

備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
程
　
九
月
十
六
日
（
水
）

■
時
間
　

　
簡
易
課
税
／
午
前
十
時
～

　
本
則
課
税
／
午
後
一
時
三
十
分
～

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

青
色
申
告
特
別
控
除
（
六
十
五
万
円

青
色
申
告
特
別
控
除
（
六
十
五
万
円
））

　
　
　
　
　
　
　
を
受
け
ら
れ
る

を
受
け
ら
れ
る
方方

　
青
色
申
告
で
六
十
五
万
円
控

除
を
受
け
る
場
合
、
日
々
の
記

帳
を
「
複
式
簿
記
」
で
行
い
、

「
貸
借
対
照
表
」
を
作
成
し
、

添
付
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
例
年
二
月
初
め
か
ら
末
に
か

け
て
行
う
税
金
申
告
学
習
会
に

お
い
て
、
六
十
五
万
円
の
特
別

控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
組
合

員
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
が
、

一
部
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い

方
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
組
合
で
は
、
青
色
申

告
特
別
控
除
（
六
十
五
万
円
）

を
受
け
ら
れ
る
方
の
た
め
に
、

日
々
の
記
帳
の
仕
方
や
決
算
処

理
の
講
習
会
を
四
回
に
分
け
て

開
催
い
た
し
ま
す
。
ご
自
分
の

レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
過
去
に
六
十
五
万
円
控
除
を

　
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
も
、

　
一
度
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
程

　
①
入
門
編
・
②
仕
訳
編

　
　
十
月
十
七
日
（
土
）

　
③
実
務
編
・
④
決
算
書
編

　
　
十
月
二
十
四
日
（
土
）

■
時
間
　

　
①
・
③
／
午
前
十
時
～

　
②
・
④
／
午
後
一
時
三
十
分
～

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

※
各
講
習
会
に
は
、
筆
記
用
具
・

　
電
卓
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ご
参
加
は
組
合
ま
で

　
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

税
務
調
査
の
対
応
に
つ
い

税
務
調
査
の
対
応
に
つ
い
てて

　
最
近
、
税
務
調
査
が
増
え
て

い
ま
す
。

　
連
絡
が
あ
っ
た
場
合
は
、
調

査
日
を
決
め
ず
に
、
ま
ず
組
合

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
税
金
申
告
学
習
会
参
加
者
の
み

　
の
対
応
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

恩 温桶桶桶

税金講習会の様子

　
愛
知
労
働
局
の
登
録
教
習
機

関
で
あ
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
愛

知
建
設
技
術
講
習
セ
ン
タ
ー
」

で
は
、
次
の
と
お
り
作
業
主
任

者
技
能
講
習
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
受
講
を
ご
希
望
の
方
は
、
ぜ

ひ
、
こ
の
機
会
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
組
合
員
外
で
も
受

講
で
き
ま
す
）

【
実
施
科
目
】

①
鉄
骨
の
組
立
て
等
作
業
主
任

　
者
技
能
講
習

　
（
登
録
番
号
第
1
2
9
9
号
）

■
日
程
　
九
月
十
七
日
（
木
）
～

　
　
　
　
　
　
十
八
日
（
金
）
　

■
〆
切
　
九
月
九
日
（
水
）

②
足
場
の
組
立
て
等
作
業
主
任

　
者
技
能
講
習

　
（
登
録
番
号
第
1
2
9
6
号
）

■
日
程
　
十
月
十
五
日
（
木
）
～

　
　
　
　
　
　
十
六
日
（
金
）

■
〆
切
　
十
月
七
日
（
水
）

③
型
枠
支
保
工
の
組
立
て
等
作

　
業
主
任
者
技
能
講
習

　
（
登
録
番
号
第
1
2
9
8
号
）

■
日
程
　
十
一
月
十
九
日
（
木
）
～

　
　
　
　
　
　
　
 二
十
日
（
金
）

■
〆
切
　
十
一
月
十
一
日
（
水
）

※
全
科
目
共
通

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

■
資
格
　

①
十
八
歳
以
上
で
、
受
講
す
る
講

　
習
の
当
該
作
業
に
三
年
以
上

　
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
。

②
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
・

　
高
等
専
門
学
校
・
高
等
学
校

　
に
お
い
て
土
木
又
は
建
築
に

　
関
す
る
学
科
を
専
攻
し
卒
業

　
し
た
者
で
、
そ
の
後
二
年
以

　
上
受
講
す
る
講
習
の
当
該
作

　
業
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
。

■
受
講
料

　
各
講
習
一
万
円

　
　
（
テ
キ
ス
ト
・
昼
食
代
含
）

　
※
但
し
、
一
部
講
習
免
除
者

　
　
に
つ
い
て
は
八
千
円
。

■
備
考
　

①
こ
の
講
習
は
、
二
日
間
受
講

　
し
、
規
定
の
成
績
を
得
た
者

　
に
技
能
講
習
修
了
証
が
交
付

　
さ
れ
ま
す
。

②
申
込
者
が
少
数
の
場
合
、
開
催

　
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

　
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
　
下
記
に
ご
記

　
入
い
た
だ
き
胃
に
て
お
送
り

　
い
た
だ
く
か
、
組
合
の
Ｎ
Ｐ

　
Ｏ
事
務
局
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

ぜ
ひ
、
受
講
く
だ
さ

ぜ
ひ
、
受
講
く
だ
さ
いい

各
種
作
業
主
任
者

講
習
会
開
催
の
予
定

ＮＰＯ事務局

昨年開催された見学会／福井県大安禅寺にて

開
催
し
ま
す
。

　
今
年
は
京
都
宇
治
の
平
等
院

を
見
学
し
、
生
八
つ
橋
手
づ
く

り
体
験
を
し
ま
す
。

　
平
等
院
は
、
平
安
時
代
後
期

の
建
築
・
仏
像
・
絵
画
・
庭
園

な
ど
を
今
日
に
伝
え
、
古
都
京

都
の
文
化
財
の
部
と
し
て
世
界

遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
平
等
院
鳳
凰
堂
は
、「
十
円
硬

貨
」
の
表
を
飾
る
絵
柄
に
も
な

っ
て
い
て
、
す
っ
か
り
お
な
じ

み
で
す
。

　
ぜ
ひ
皆
さ
ん
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
日
時
　
十
月
六
日
（
火
）

　
　
　
　
　
雨
天
決
行

　
集
合
　
午
前
八
時
五
十
分

　
出
発
　
午
前
九
時

　
解
散
予
定

　
午
後
五
時
三
十
分

■
集
合
　
中
京
大
学
文
化
市
民
会
館

　
　
　
　
　
（
旧
名
古
屋
市
民
会
館
）

■
行
先
　
京
都
府
宇
治
市

　
　
　
　
　
「
平
等
院
」
他

■
募
集
期
間

　
九
月
三
日
～
十
一
日

　
（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
。
キ
ャ
ン

　
セ
ル
待
ち
は
受
付
し
ま
せ
ん
）

■
定
員
　
八
十
名

■
会
費
　
一
人
／
千
五
百
円

　
学
科
…
三
千
百
円

■
実
技
試
験

　
　
十
一
月
三
十
日
（
月
）
～

　
　
　
二
月
二
十
一
日
（
日
）

■
学
科
試
験

　
　
一
月
二
十
四
日
（
日
）

　
　
一
月
三
十
一
日
（
日
）

　
　
二
月
三
日
（
水
）

　
　
二
月
七
日
（
日
）

※
学
科
試
験
は
、
右
記
の
い
ず

　
れ
か
一
日
に
な
り
ま
す
。

※
実
技
試
験
の
手
数
料
は
、
受

　
検
職
種
に
よ
っ
て
若
干
異
な

　
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
〆
切
　
九
月
二
十
五
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
　
技
術
対
策
部
 

　
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

後
期
技
能
検

後
期
技
能
検
定定

あ
な
た
も
、
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
今
年
も
次
の
日
程
で
、
後
期

技
能
検
定
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
主
な
実
施
予
定
職
種

　
建
築
大
工
・
鉄
筋
施
工
・
塗

　
装
・
配
管
・
型
枠
施
工
な
ど
。

※
そ
の
他
の
職
種
は
、
組
合
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
検
資
格

◎
一
級
…
実
務
経
験
七
年
以
上

　
　
　
　
又
は
二
級
合
格
後
二

　
　
　
　
年
以
上
の
実
務
経
験

◎
二
級
…
実
務
経
験
二
年
以
上

■
受
検
手
数
料

　
実
技
…
一
万
六
千
五
百
円

　
毎
年
、
大
好
評
の
「
主
婦
の

会
日
帰
り
見
学
会
」
を
今
年
も

　
（
当
日
車
内
に
て
徴
収
）

■
参
加
資
格

　
組
合
員
と
そ
の
家
族

　
（
但
し
、
女
性
の
み
）

■
申
込
　
胃
（
支
部
名
・
組
合

　
員
名
・
参
加
者
名
・
電
話
番

　
号
明
記
）で
受
付
し
ま
す
。
　

　
〆
切
後
、
二
週
間
程
で
参
加

　
者
に
受
付
確
認
ハ
ガ
キ
兼
参

　
加
証
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

　
（
参
加
い
た
だ
け
な
い
方
に

　
は
送
付
し
ま
せ
ん
）

■
問
合
　
主
婦
の
会
担
当
／
中

　
村
・
三
好
ま
で
ご
連
絡
く
だ

　
さ
い
。

京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京
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ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ

京
都
・
平
等
院
に
行
き
ま
し
ょ
ううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう

日
帰
り
見
学
会
参
加
募
集
中

主婦の会

　
職
業
訓
練
指
導
員
講
習
（
四

十
八
時
間
講
習
）
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
程
　
全
七
回

　
　
十
月
二
十
四
日
（
土
）
～

　
　
　
十
一
月
四
日
（
水
）

■
会
場

　
岡
崎
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

■
受
講
料
　
一
万
六
千
円

■
受
講
資
格
　

　
免
許
職
種
に
関
し
、
一
級
ま
た
は

　
一
等
級
の
技
能
検
定
合
格
者
等

■
〆
切
　
九
月
十
八
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
　
技
術
対
策
部

　
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

職
業
訓
練
指
導
員
講
習

職
業
訓
練
指
導
員
講
習
　
　
　
　
　
  

（
四
十
八
時
間
講
習
）
受
講
者
募

（
四
十
八
時
間
講
習
）
受
講
者
募
集集

節
税
の
た
め
賢
い
納
税
者
に
な
ろ

節
税
の
た
め
賢
い
納
税
者
に
な
ろ
うう

各
種
税
金
講
習
会
の
ご
案

各
種
税
金
講
習
会
の
ご
案
内内

税金対策部



　
尾
北
支
部
誕
生
は
、
一
九
九

一
年
に
約
八
十
名
で
一
宮
支
部

よ
り
分
離
し
、
新
し
い
支
部
と

し
て
出
発
し
ま
し
た
。

　
設
立
後
、
十
八
年
現
在
で
は
、

約
三
百
名
と
約
三
・
八
倍
の
支

部
に
発
展
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
組
合
員
さ
ん
と
役
員

の
努
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
今
年
も
支
部
拡
大
表
彰
を
、

四
年
連
続
で
受
け
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
四
月
十
九
日
支
部

総
会
に
お
い
て
も
、
若
い
役
員

さ
ん
が
五
名
増
え
、
今
後
も
役

員
全
員
で
組
合
員
さ
ん
と
共
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
【
吉
田
年
春
支
部
長
　
記
】

支
部
レ
ク
募

支
部
レ
ク
募
集集

守
山
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
九
月
二
十
七
日
（
日
）

■
会
場
　
三
菱
グ
ラ
ン
ド

緑
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
十
七
日
（
土
）

■
会
場
　
大
高
緑
地
公
園

小
牧
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
十
七
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　
十
八
日
（
日
）
 

■
会
場
　
小
牧
山
公
園

北
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
十
八
日
（
日
）

■
会
場
　
高
速
道
路
公
社
イ
ベ
ン
ト
広
場

西
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
十
八
日
（
日
）

■
会
場
　
押
切
公
園

中
村
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
二
十
四
日
（
土
）

■
会
場
　
中
村
公
園

尾
北
支
部
　
役
員
の
皆
さ
ん

津
島
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
二
十
五
日
（
日
）

■
会
場
　
十
四
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

天
白
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
二
十
五
日
（
日
）

■
会
場
　
天
白
公
園

津
島
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
一
月
一
日
（
日
）

■
会
場
　
津
島
市
彩
雲
館

津
島
支
部
／
木
工
教
室

■
日
程
　
十
一
月
五
日
（
木
）

■
会
場
　
蛭
間
小
学
校

岡
崎
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
一
月
七
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　
　
八
日
（
日
）
 

■
会
場
　
岡
崎
公
園

中
川
熱
田
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
一
月
十
五
日
（
日
）

■
会
場
　
熱
田
区
役
所

緑
支
部
／
琵
琶
湖
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

■
日
程
　
九
月
六
日
（
日
）

■
行
先
　
滋
賀
県

一
宮
支
部
主
婦
の
会
／
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

■
日
程
　
九
月
八
日
（
火
）

■
会
場
　
尾
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
西
館

木
曽
川
支
部
／
京
都
嵯
峨
野
ト
ロ
ッ
コ

■
日
程
　
九
月
十
三
日
（
日
）

■
行
先
　
京
都
 嵯
峨
野

緑
支
部
主
婦
の
会
／
勉
強
＆
お
食
事
会

■
日
程
　
九
月
十
三
日
（
日
）

■
会
場
　
木
曽
路
　
鴻
仏
目
店

港
支
部
主
婦
の
会
／
く
り
・
ぶ
ど
う
狩
り

■
日
程
　
九
月
十
三
日
（
日
）

■
行
先
　
信
州
駒
ヶ
根

労
働
対
策
部

事
故
０
で

終
え
て
初
め
て

い
い
仕
事

ゼ
ロ

　今月の組合費等の自動引落

日 は28日（月）で す。25日

（金）までに、預金残高をご確

認ください。　

　尚、引落不能

の場合は、右表

のとおり翌月に

延滞金が加算さ

れます。

自動引落のお知らせ

１ヶ月    300円

2ヶ月    800円

3ヶ月 1,800円

　
連
合
愛
知
で
は
、
花
日
本
産

業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
に
委
託

し
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
働
く
人

の
心
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

【
相
談
方
法
】

　
「
電
話
相
談
」
と
「
面
接
相
談
」

が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
電
話

で
話
し
て
く
だ
さ
い
。

心
の
相
談
室

お
気
軽
に
お
電
話
を

連合愛知

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

瑞
穂
支
部
主
婦
の
会
／
お
食
事
会

■
日
程
　
九
月
十
六
日
（
水
）

■
会
場
　
グ
ラ
ン
コ
ー
ト
名
古
屋
／
花
梨

昭
和
支
部
／
U
S
J
ツ
ア
ー

■
日
程
　
九
月
二
十
七
日
（
日
）

■
行
先
　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン

東
海
支
部
／
花
博
＆
舘
山
寺
温
泉

■
日
程
　
九
月
二
十
七
日
（
日
）

■
行
先
　
浜
名
湖

中
支
部
青
年
部
／
板
取
川
ヤ
ナ
の
旅

■
日
程
　
九
月
二
十
七
日
（
日
）

■
行
先
　
板
取
川
他

中
川
熱
田
支
部
青
年
部
／
バ
ス
旅
行

■
日
程
　
九
月
二
十
七
日
（
日
）

■
行
先
　
鳥
羽
他

豊
田
支
部
／
福
井
の
旅

■
日
程
　
十
月
四
日
（
日
）

■
行
先
　
三
方
五
湖

名
東
支
部
／
伊
良
湖
メ
ロ
ン
狩
り

■
日
程
　
十
月
四
日
（
日
）

■
行
先
　
伊
良
湖

碧
海
支
部
／
S
L
の
旅

■
日
程
　
十
月
十
八
日
（
日
）

■
行
先
　
大
井
川

支
部
紹
介
コ
ー
ナ
ー
　
厳
⑱

こ
ん
に
ち
は
！
尾
北
支

こ
ん
に
ち
は
！
尾
北
支
部部
でで
すす

　今年は高校、中学入学と保育園入園が重なり、トリプルでの出
費！！！
　めでたいはずなのに、なぜか涙が…まあ、みんな元気で、それぞ
れ目標に向かって頑張っているのが、何より励みになります。
　世の中、景気が悪い！景気が悪い！と言いますが、本当に悪いと
実感する今日この頃。
　そんな時こそ、レクなど組合行事に参加して家族で盛り上がって
いきましょう！　　　　　　　　　　【佐々木隆司副青年部長　記】

青年部副部長

 佐々木  隆司 
ささき たかし

　皆様、お仕事ご苦労様です。
　早いもので本部青年部の幹事になり丸3年が過
ぎ、今期より副部長となっちゃいました…
　緑支部青年部長も兼ねています、私「佐々木隆司」
は、愛する妻と３匹の子ブタと共に日々楽しく暮ら
しています。

「青年部幹事青年部幹事ささんご挨ん ご挨拶拶」」

WWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeelllllllllllllllllllllcccccccccccccccccccccooooooooooooooooooooommmmmmmmmmmmmmmmmmmmmeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年Welcome青年部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
40歳以下の組合員は全員青年部員です

イ
チ
ゴ
狩
り
し
て
い
ま
～
す

可
愛
い
三
人
の
お
子
さ
ん

【
電
話
相
談
】（
祝
祭
日
除
く
）

　
月
曜
日
　
午
後
三
時
～
七
時

　
水
曜
日
　
正
午
　
　
～
七
時

　
金
曜
日
　
午
後
四
時
～
八
時

℡
０
５
２
―
６
１
８
―
７
８
３
１

※
相
談
料
は
無
料
で
す
が
、
電

　
話
料
は
相
談
者
負
担
に
な
り

　
ま
す
。

【
面
接
相
談
】
（
事
前
予
約
要
）

花
日
本
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
中
部
支
部

　
名
古
屋
市
中
村
区
羽
衣
町
十

　
　
　
　
　
　
開
運
ビ
ル
二
階

※
二
回
目
ま
で
の
相
談
は
無
料

　
で
、
三
回
目
以
降
は
一
回
当

　
た
り
一
千
円
を
相
談
者
に
負

　
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

尾
北
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
九
月
二
十
七
日
（
日
）

■
会
場
　
江
南
市
内

支
部
レ
ク
予

支
部
レ
ク
予
定定

守
山
支
部
／
日
帰
り
旅
行

■
日
程
　
十
月
二
十
五
日
（
日
）

■
行
先
　
新
穂
高
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

南
支
部
／
日
帰
り
旅
行

■
日
程
　
十
一
月
一
日
（
日
）

■
行
先
　
下
呂
温
泉
・
郡
上
八
幡

守
山
支
部
青
年
部
／
日
帰
り
旅
行

■
日
程
　
十
一
月
八
日
（
日
）

■
行
先
　
静
岡
県
つ
ま
恋

尾
北
支
部
／
U
S
J
ツ
ア
ー

■
日
程
　
十
一
月
十
五
日
（
日
）

■
行
先
　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン

南
支
部
主
婦
の
会
／
昼
食
会

■
日
時
　
九
月
十
五
日
（
火
）

　
　
　
午
前
十
一
時
三
十
分
～

　
　
　
午
後
一
時
三
十
分

■
会
場
　
肉
の
ま
る
は
ち

　
南
区
桜
本
町
交
差
点
そ
ば

■
会
費
　
五
百
円

■
〆
切
　
九
月
八
日
・
先
着
二
十
名

■
備
考
　
今
回
は
諸
事
情
に
よ
り
四
十

　
～
五
十
歳
代
の
方
の
み
ご
参
加
く
だ
さ
い

■
申
込
・
問
合
　
小
塩

　
℡
0
5
2
―
8
2
4
―
4
5
3
7

　
℡
0
5
2
―
8
2
2
―
6
8
0
8

害

涯

慨

碍

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

共済福祉部 ご案内

　全建愛知では、全建総連が実地する搬出型
企業年金保険「年金共済まごころ」を取り扱
っています。
　年金共済まごころは、相互扶助の精神に基
づき、公的年金の補助、組合員の財産形成や
老後の生活資金確保のための共済制度です。

年金共済まごこ年金共済まごころろ
老後の備えとして…

【加入資格】
掛金支払期間満了日までの期間が満３年以上
ある年齢満18歳以上満67歳未満の組合員と
その同居の家族の方。
【掛金】
1口あたり5,000円とし、最低１口以上最高
20口まで加入できます。
※掛金1口あたり50円の制度運営費が含ま
　れており、掛金から制度運営費を差し引い
　た金額が保険料となります。
【掛金払込方法】
加入時にご指定していただく金融機関口座か
ら、毎月自動振替されます。
【特徴】
・自身で掛金を設定することができ、老後の
　生活安定を図ります。
・年に２回、月払い掛金額の見直し（増額・
　減額）ができます。
・年金の受取種類は６種類あり、年齢60歳
から70歳までの間に年金受取開始を選択
できます。

・1口10万円単位で【一時払積増】をするこ
　とができます。（最高999口まで）
・ご加入中に所定の事情が生じた場合に限り、保
険料の積立から一部受取ることができます。
（1回あたり最低20万円以上１万円単位）
・掛金は、他の控除の対象となる保険等の保
険料と合算して一般の生命保険料控除の対
象となります。（制度運営費は除きます。）

　ご不明な点のお問合せやパンフレット請求は、
　共済課／三好までお気軽にご連絡ください。

一
宮
支
部
青
年
部
／

　
　
　
　
　
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
時
　
十
月
十
八
日
（
日
）

　
集
合
　
午
前
九
時
三
十
分

　
開
始
　
午
前
十
時

■
会
場
　
ア
ソ
ビ
ッ
ク
ス
尾
西

■
会
費
　
一
千
円

■
参
加
資
格

　
組
合
員
と
そ
の
家
族

■
定
員
　
八
十
名

■
〆
切
　
十
月
一
日

■
申
込
方
法

　
胃
の
み
。
組
合
員
氏
名

　
・
参
加
者
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・

　
性
別
・
年
齢
　
（
学
年
）
・
℡
・

胃
を
記
入
。

■
備
考
　
参
加
決
定
者
は
後
日

　
連
絡
し
ま
す
。
食
事
と
表
彰

　
は
午
前
十
一
時
三
十
分
開
始
。

■
申
込
・
問
合
　
上
田
大
介
　

　
胃
０
５
８
６
―
７
８
―
８
４
９
９

住
宅
デ
ー
予

住
宅
デ
ー
予
定定



◎
早
く
復
旧
を
！

　
『
日
本
各
地
で
豪
雨
災
害
た

い
へ
ん
で
す
。
我
が
家
も
二
〇

〇
〇
年
九
月
の
東
海
豪
雨
で
床

上
一
ｍ
の
被
害
に
遭
い
、
悲
惨

さ
が
身
に
し
み
ま
す
。
早
く
復

旧
回
復
願
う
ば
か
り
で
す
』

　
　
【
北
区
／
西
原
進
浩
さ
ん
】

※
二
度
と
起
き
て
ほ
し
く
な
い
で
す
ね
。

◎
あ
～
し
た
天
気
に
な
ぁ
～
れ
！

　
『
夏
休
み
に
入
っ
た
の
に
、
雨

ば
っ
か
り
で
、
あ
ま
り
楽
し
く

な
い
…
早
く
快
晴
の
青
空
の
下

で
、
た
く
さ
ん
泳
い
で
友
達
と

遊
び
た
い
！
』

【
瑞
穂
区
／
植
北
し
お
り
さ
ん
】

※
入
道
雲
の
下
、思
い
っ
き
り
遊
び
た
い
で
す
ね
。

◎
十
五
の
夏
！

　
『
僕
は
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
夏
の
郡
市

大
会
で
負
け
て
部
活
動
も
終
わ

り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
は
、
勉
強

に
気
を
入
れ
て
（
受
験
生
な
の

で
）
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
』

　
【
津
島
市
／
勝
野
凱
也
さ
ん
】

※
受
験
に
向
け
て
頑
張
れ
。

◎
ワ
ク
ワ
ク
・
ワ
ク
ワ
ク
！

　
『
エ
コ
が
え
！
で
車
を
新
車

に
替
え
ま
し
た
。
八
月
五
日
に

ヴ
ェ
ル
フ
ァ
イ
ア
が
来
ま
す
。

旦
那
が
ウ
キ
ウ
キ
で
す
』

　
【
豊
橋
市
／
太
田
裕
美
さ
ん
】

※
う
ら
や
ま
し
い
な
～
。

◎
ま
と
め
買
い
だ
ぁ
！

　
『
早
く
買
わ
な
き
ゃ
！
我
が

家
の
古
～
い
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・

テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
。エ
コ
ポ
イ

ン
ト
の
も
ら
え
る
三
月
ま
で
に

買
い
替
え
な
い
と
！
』

【
長
久
手
町
／
安
江
豊
子
さ
ん
】

※
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
助
か
り
ま
す
。

◎
仲
間
と
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
！

　
『
先
日
、
主
人
が
現
場
へ
向
か

う
朝
、
団
地
の
エ
レ
ベ
タ
ー
前

で
、
ど
こ
か
ら
か
飛
ん
で
き
た

イ
ン
コ
が
肩
に
と
ま
り
、し
ば

ら
く
じ
っ
と
し
て
い
ま
し
た
。

飼
い
主
も
分
か
ら
ず
、
と
っ
さ

に
親
方
へ
連
絡
を
取
っ
た
と
こ

ろ
、
快
く
引
き
取
っ
て
く
だ
さ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
車
で

の
移
動
中
、
助
手
席
や
主
人
の

腕
に
お
と
な
し
く
と
ま
っ
て
い

た
ら
し
く
、
無
事
引
き
渡
し
。
今

で
は
、
仲
間
の
イ
ン
コ
と
楽
し

く
過
ご
し
て
い
る
そ
う
で
す
』

　
【
瑞
穂
区
／
木
村
雅
代
さ
ん
】

※
ご
主
人
の
思
い
や
り
が
伝
わ
り
ま
す
。

　
さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
二
十
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
応
募
ド
シ
ド
シ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
策
が
重
要
で
す

■
応
募
方
法

①
問
題
の
答
え
②
〒
・
住
所
・

℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合
員

と
の
続
柄
（
本
人
・
妻
・
子

等
）
⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起

き
た
近
況
報
告
を
書
い
て
、

九
月
十
日
ま
で
に
組
合
の
教

宣
部
へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
胃

で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え

　
ム
ギ
ワ
ラ
ボ
ウ
シ

■
当
選
者

　
杉
本
富
子
さ
ん
他
十
九
名

■
十
月
号
の
原
稿
締
切

　
九
月
七
日
（
月
）

【
ヨ
コ
の
カ
ギ

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】】

①
陰
暦
八
月
の
異
称

③
シ
ア
ト
ル
・
マ
リ
ナ
ー
ズ
と

　
い
え
ば

⑤
も
の
を
は
か
っ
た
り
、
評
価

　
し
た
り
す
る
基
準

⑦
直
江
兼
続
の
カ
ブ
ト
の
漢
字
は
？

⑨
三
人
組

⑪
…
…
運
転
は
事
故
の
も
と

⑭
種
な
し
は
食
べ
や
す
い

⑰
重
な
っ
て
は
え
た
…
…
歯

⑱
フ
ー
テ
ン
の
寅
さ
ん
の
フ
ル

　
ネ
ー
ム

影
「
…
…
オ
ー
ラ
イ
」
で
動
き

　
ま
す

【
タ
テ
の
カ
ギ

【
タ
テ
の
カ
ギ
】】

①
頭
と
頭
が
ぶ
つ
か
る
こ
と

②
取
材
に
か
け
ま
わ
る
…
…

③
古
…
…
か
ら
幽
霊
が
出
る

④
考
え
や
議
論
の
す
じ
道

⑥
…
…
木
も
眠
る
丑
（
う
し
）
　

　
三
つ
時

⑧
呼
吸

⑩
「
女
郎
花
」
の
読
み
方

⑫
失
敗

⑬
…
…
に
説
法

⑮
…
…
介
護
休
業
法

⑯
平
和
の
シ
ン
ボ
ル

⑱
み
ん
な
で
輪
に
な
っ
て
座
る
こ
と

⑲
愛

⑳
無
料
で
す

嬰
い
ま
、
職
場
で
の
…
…
病
対

◎
ス
イ
ス
イ
・
ス
イ
ス
イ
？

　
『
金
魚
が
い
っ
ぱ
い
卵
を
産

ん
で
、
自
然
に
水
槽
中
の
藻
等

で
育
つ
の
か
と
、
思
い
こ
ん
で

い
ま
し
た
が
、
次
か
ら
次
へ
と

死
に
ま
し
た
。
知
り
合
い
に
聞

く
と
、
一
番
大
切
な
時
期
に
エ

サ
を
与
え
な
け
り
ゃ
ぁ
ダ
メ
だ

よ
。
と
言
わ
れ
初
め
て
気
が
付

き
、
今
は
五
十
匹
位
が
元
気
に

泳
い
で
い
ま
す
』

　
【
三
好
町
／
安
達
邦
子
さ
ん
】

※
涼
し
げ
で
す
ね
～
お
元
気
に
。

◎
お
医
者
さ
ん
と
は
オ
サ
ラ
バ
さ
ぁ
？

　
『
二
カ
月
前
、
駐
輪
場
が
有
料

に
な
っ
た
た
め
、
毎
日
の
通
勤

を
歩
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
約

二
十
分
で
す
が
、
今
で
は
楽
々

早
歩
き
で
す
。
足
腰
は
、
今
か
ら

鍛
え
と
か
な
き
ゃ
ね
。（
医
者
い

ら
ず
に
な
り
た
～
い
）
』

　
【
北
区
／
老
松
智
恵
子
さ
ん
】

※
歩
く
こ
と
は
、と
て
も
良
い
こ
と
で
す
ね
。

◎
上
高
地
の
素
晴
し
さ
！

　
『
先
日
、
家
族
で
上
高
地
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
娘
は
以
前
に

行
っ
て
、
感
動
し
て
、
ぜ
ひ
両
親

を
連
れ
て
き
た
い
と
思
っ
た
ら

し
く
、
梅
雨
時
で
も
天
候
に
恵

ま
れ
て
、
本
当
に
別
名
「
神
降

地
」
と
い
う
の
に
ふ
さ
わ
し
く

絶
景
で
、
心
が
あ
ら
わ
れ
る
所

で
し
た
。
娘
に
感
謝
し
て
、
ま
た

紅
葉
の
季
節
に
こ
よ
う
ね
と
約

束
し
ま
し
た
』

　
【
愛
西
市
／
大
原
博
子
さ
ん
】

※
い
い
な
～
行
っ
て
み
た
い
。

◎
生
命
力
に
驚
く
ば
か
り
！

　
『
今
年
も
夫
が
庭
に
キ
ュ
ウ

リ
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。
勢
い

良
く
何
と
二
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
の

手
す
り
を
追
い
こ
し
て
、
ま
だ

伸
び
て
い
ま
す
。
植
物
の
生
命

力
っ
て
す
ご
い
で
す
ね
』

　
【
守
山
区
／
二
村
佳
子
さ
ん
】

※
収
穫
が
楽
し
み
で
す
ね
。

◎
あ
り
が
と
マ
イ
ケ
ル
！

　
『
十
八
歳
の
犬
、マ
イ
ケ
ル

が
、マ
イ
ケ
ル
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の

後
を
追
う
か
の
よ
う
に
六
月
三

十
日
夜
亡
く
な
り
ま
し
た
。
家

族
で
お
通
夜
と
告
別
式
を
や
り

ま
し
た
。
長
い
間
あ
り
が
と
う
。

よ
く
頑
張
っ
た
ね
』

　
【
津
島
市
／
尾
身
富
子
さ
ん
】

※
お
互
い
永
遠
の
ス
タ
ー
で
し
た
ね
。

【
編
集
後
記
】
二
頁
／
組

織
拡
大
行
動
特
集
の
取
材

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
、

宮
上
さ
ん
・
薮
本
さ
ん
・

佐
藤
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
と
て
も

良
い
記
事
が
で
き
ま
し
た
。

【
に
ん
じ
ん
】
お
盆
休
み

両
親
・
俊
介
と
、
白
鳥
徹

夜
踊
り
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
源
助
さ
ん
等
の
お
は

や
し
に
合
わ
せ
朝
ま
で
踊

り
ま
し
た
。
そ
の
か
た
わ

ら
、
わ
た
が
し
や
金
魚
す

く
い
に
夢
中
の
俊
介
。
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